
操作目標
a．正（楽しい，嬉しいなど）の出来事を想起し，正感情を高めることができる。

操作目標
b．自己の特徴について認識することができる（外見，得意なこと，苦手なこと，大切にしていることなど）。

1．「自己信頼心（自信）の育成」の教育がめざすもの

「自己信頼心（自信）の育成」は，鳴門教育大学予防教育科学センターが開発・実践・効果検証を進めている，
「『いのちと友情の』学校予防教育」（TOP SELF : Trial Of Prevention School Education for Life and Friend-
ship）のベース総合教育のひとつとして位置づけられるものである。この教育の教育目標や，その理論的背景に
ついては，既に詳述されている（佐々木・山崎，2012）ため，ここでは割愛し，小学4年生における教育プログ
ラムの実際について紹介する。
自己信頼心（自信）とは，自分には（外界をコントロールする）力があるという感覚（山崎・内田，2010）で

あり，他者比較からの優越性から来るものではなく，絶対的に規定される自信である（山崎他，2011）。この自
己信頼心（自信）の育成という上位目標を達成するために，4つの中位目標が設定されている（佐々木・山崎，2012，
詳細は表1を参照）。中位目標Ⅰ「自己と他者の価値を認めることができる」，中位目標Ⅱ「自己の心理的欲求を
認識することができる」，中位目標Ⅲ「自己の心理的欲求に従って行動することができる」，中位目標Ⅳ「心理的
欲求に基づく自己と他者の行動を前向きに評価することができる」，である。小学校4年生では，自己信頼心（自
信）の基盤を確立するため，中位目標Ⅰ・Ⅱを教育プログラムの対象とし，中位目標の下にはさらに詳細な下位
目標・操作目標が設定された上で，8時間の授業が構成される。以下に，各時間ごとの詳細について紹介する。
各授業の詳細については，巻末の授業指導案，板書計画，授業台本に示されている。

2．教育プログラムの実際

⑴ 第1時間目：「みんなのまわりのハッピー」

自己信頼心（自信）の育成では，自己や他者の肯定的側面を見出すという要素が数多く含められている。しか
し，物事の肯定的側面に目を向けることは容易ではない。正感情（嬉しい，楽しい，など）は，人の注意を拡張
する（Vermeulen，2010）ことが知られているため，まずは正の出来事を児童らが想起し，自ら正感情を高める
ところから出発する。
本時では，個人活動において，各自が正の出来事を付箋に記入した後，クラス全体での発表を通して，教室内

に正感情があふれるように運営する。

⑵ 第2時間目：「みんなの個性って？」

学校において自己信頼心（自信）を育成するユニバーサル予防教育
――教育プログラムの実際――

佐々木 恵＊，山 崎 勝 之＊，＊＊
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表
1
自
己
信
頼
心
（
自
信
）
の
育
成
に
お
け
る
教
育
目
標
と
学
年
進
行

構
成

上
位
目
標

構
成
中
位
目
標

構
成
下
位
目
標

操
作
目
標

小
3

小
4

小
5

小
6

中
1

自
己
信
頼

心（
自
信
）

の
育
成

Ⅰ
．
自
己
と
他
者
の
価
値

を
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

1
．
自
己
の
価
値
を
探
し
，
受
容
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

a
．
正
（
楽
し
い
，
嬉
し
い
な
ど
）
の
出
来
事
を
想
起
し
，
正
感
情
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

1
＊

1

b
．
自
己
の
特
徴
に
つ
い
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
外
見
，
得
意
な
こ
と
，
苦
手
な

こ
と
，
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
な
ど
）。

2
2

1
1

1

c
．
自
己
の
長
所
を
探
す
こ
と
が
で
き
る
。

3
3

d
．
自
己
の
価
値
を
受
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

6
6

2
2

2

2
．
他
者
の
価
値
を
探
し
，
肯
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

e
．
他
者
の
長
所
を
探
す
こ
と
が
で
き
る
。

4 CW
＊
＊

4 C
W

f
．
他
者
の
価
値
を
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

4 C
W

4 C
W

g
．
自
分
が
気
づ
い
た
他
者
の
価
値
に
つ
い
て
，
実
際
に
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

5
5

Ⅱ
．
自
己
の
心
理
的
欲
求

を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

†
「
心
理
的
欲
求
」
と
は
，
子
ど

も
の
内
か
ら
生
ず
る
物
事
に
対
す

る
意
欲
を
指
す
（
生
理
的
欲
求

や
，
罰
の
回
避
の
た
め
の
消
極
的

な
欲
求
は
除
く
）

3
．
心
理
的
欲
求
に
従
っ
て
行
動
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
理
解
す
る
。

h
．
自
己
の
心
理
的
欲
求
を
満
た
す
こ
と
の
重
要
性
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

7
7

3
3

3

i
．
自
己
と
同
様
に
，
他
者
の
心
理
的
欲
求
を
尊
重
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

4
．
自
己
の
心
理
的
欲
求
を
抽
出
し
，
そ
の

充
足
・
達
成
の
是
非
を
自
分
で
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

j
．
自
己
の
心
理
的
欲
求
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

k
．
抽
出
し
た
心
理
的
欲
求
を
満
た
す
こ
と
の
是
非
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ⅲ
．
自
己
の
心
理
的
欲
求

に
従
っ
て
行
動
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

5
．
自
己
の
心
理
的
欲
求
を
部
分
的
に
で
も

充
足
す
る
た
め
の
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き

る
。

l
．
自
己
の
心
理
的
欲
求
を
満
た
す
た
め
の
現
実
的
な
目
標
と
方
法
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

4
4

4

m
．自
己
の
心
理
的
欲
求
を
満
た
す
た
め
に
，考
案
し
た
方
法
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

C
W

C
W

C
W

6
．
自
己
の
心
理
的
欲
求
を
充
足
す
る
た
め

に
，
他
者
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

n
．
自
己
の
心
理
的
欲
求
を
満
た
す
た
め
に
必
要
な
，
他
者
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
と
そ
の
重

要
性
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

5
5

5

o
．
自
己
の
心
理
的
欲
求
の
達
成
に
他
者
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
と
き
，
適
切
な
サ

ポ
ー
ト
を
選
び
，
求
め
，
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ⅳ
．
心
理
的
欲
求
に
基
づ

く
自
己
の
行
動
を
前
向
き

に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

7
．
自
己
の
心
理
的
欲
求
を
充
足
・
達
成
す

る
た
め
の
行
動
に
つ
い
て
，
良
い
側
面
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

p
．
自
己
の
心
理
的
欲
求
を
満
た
す
た
め
の
行
動
に
つ
い
て
，
挑
戦
し
た
自
分
を
肯
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

6
6

6

q
．
自
己
の
心
理
的
欲
求
を
満
た
す
た
め
の
行
動
が
も
た
ら
し
た
結
果
に
つ
い
て
，
良
い

面
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

7
7

7

8
．
他
者
が
行
っ
た
心
理
的
欲
求
を
充
足
・

達
成
す
る
た
め
の
行
動
に
つ
い
て
，
良
い
側

面
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

r
．
他
者
が
行
っ
た
心
理
的
欲
求
を
満
た
す
た
め
の
行
動
に
つ
い
て
，
挑
戦
し
た
こ
と
を

肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

6
6

6

s
．
他
者
が
行
っ
た
心
理
的
欲
求
を
満
た
す
た
め
の
行
動
が
も
た
ら
し
た
結
果
に
つ
い
て
，

良
い
面
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

7
7

7

＊
数
字
は
第
何
時
目
の
授
業
か
を
示
し
て
い
る
（
1
時
間
に
複
数
の
教
育
要
素
が
含
ま
れ
る
場
合
も
あ
る
）。

＊
＊
C
W
（
C
ha
lle
ng
e
W
or
k ）
は
授
業
時
間
外
で
の
ホ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
意
味
す
る
。

第
8
時
は
別
途
ま
と
め
の
時
間
を
設
定
し
て
い
る
。
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操作目標
c．自己の長所を探すことができる。

操作目標
e．他者の長所を探すことができる。
f．他者の価値を肯定することができる。

操作目標
g．自分が気づいた他者の価値について，実際に相手に伝えることができる。

操作目標
d．自己の価値を受容することができる。

第1時間目で正感情が喚起された後，自己について多面的に認識することができるように促す。ワークシート
に自己の特徴を記入した後，グループ内でペアを作り，自己の特徴をさらに見つけられるよう，児童同士で助言
を与える。その後，各自の自分らしさを表現できるよう，ゲームを交えながらクラス全体で共有する。

⑶ 第3時間目：「自分の良さって？」

第1時間目で正感情が喚起され，第2時間目で自己について多面的に認識した後，自分の個性の中から特に良
いと思う部分を探すように促す。第2時間目で記入したワークシートを参考にしながら自己の良さを探し，各自
が付箋に記入する。記入した付箋は黒板に掲示し，児童らが発表していくたびに，スクリーン上のキャラクター
が元気になっていく様を提示し，発表への動機づけを高めながら進行する。

⑷ 第4時間目：「友だちの良さをさがしてみよう」

第3時間目では自分自身で自己の長所を探したが，本時ではさらに各児童の良さを認識できるようにするた
め，児童同士で長所を探すよう促す。まずグループ・メンバーの良さを探して付箋に記入した後，互いにプレゼ
ントし合う。そして，プレゼントされた付箋の中から1枚をグループ用のシートに貼付したものを黒板に掲示す
る。ゲームを通して授業者は記載内容を紹介し，さらに他の良さを探すよう児童らに促す。また，授業の最後に
は「チャレンジ・ワーク」（宿題）が児童らに課され，第5時間目の授業で活用される。

⑸ 第5時間目：「みんなの良さを伝え合おう」

第4時間目の授業で課された「チャレンジ・ワーク」は，日常生活の中で他児童の良さを具体的に見つけ，付
箋に記入するというものである。第5時間目ではこの付箋を用いて授業が進行していく。
まず，他児童のために記入してきた付箋を互いにプレゼントし，そのうちの1枚を掲示用ボードに貼付する。

さらにその良さの持ち主は誰かをクラス全体に予想してもらうための付箋を1枚選択する。クラス全体活動で
は，数グループがクラス全体へ向けてクイズを出題し，他児童はその良さの持ち主が誰かを予想する。授業者は，
児童らの予想の理由を引き出しながら，複数の児童の良さが自然に発表されるように進行する。授業の末尾では，
様々な良さが見出された当該クラスの良さを考えて黒板に掲示し，児童らが他者の良さを見つけることの重要性
や，クラスの良さの認識を高めるようにしていく。

⑹ 第6時間目：「自分の良さ・大切さについて見つめてみよう」

自己の価値を受容する（自己受容する）とは，短所や欠点があっても，全体としての自己を“これで良い”と
受けとめることを意味する（佐々木・山崎，2012）。第5時間目までの授業で，自己を多面的に見つめるととも
に，多くの長所への認識が高まっている。この状態であれば，短所や課題を持つ自己を受けとめやすくなると考

学校において自己信頼心（自信）を育成するユニバーサル予防教育 ――教育プログラムの実際――
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操作目標
h．自己の心理的欲求を満たすことの重要性を理解することができる。
i．自己と同様に，他者の心理的欲求を尊重することの重要性を理解することができる。
j．自己の心理的欲求を抽出することができる。
k．抽出した心理的欲求を満たすことの是非を考えることができる。

えられる。
本時では，これまでの授業を振り返り，自己の課題（今後改善していきたいこと）と，最も良いと思われる自

己の良さをワークシートに記入する。クラス全体活動では，各児童がワークシートに記入した内容を発表するた
びに，様々な動物の秘密が明らかになるという趣向となっており，児童の発表意欲を高めるように工夫されてい
る。

⑺ 第7時間目：「みんなの夢ってどんな夢？」

本時は，一連のプログラムの実質的な最終回となる。これまでの授業の教育目標が達成されていれば，自己の
個性，長所，そして課題についての認識が高まり，自己を“これで良い”と受容していることが期待される。最
終回では，そういった現実の自己をもとに，将来の理想とする自己の姿を認識するよう促す。文部科学省・国立
教育政策研究所（2010）の調査によれば，将来の夢や目標を明確に持っている子どもが，小学6年生時点では70％
以上となっているのに対し，中学3年生では40％台にまで落ち込むことが示されている。小学4年生の時点では，
将来の夢や目標を明確に持っている児童が多いと考えられるが，予防的な観点から，さらにそれを強固にしてい
くことが必要と考えられる。
本時ではまず，他者の心理的欲求を妨げない範囲で，自分はどんな自分になりたいかを考え，付箋に記入する。

この時，具体的にイメージしやすいように，「小学6年生の最高の自分」はどんな姿かを考えるよう促す。その
後，児童同士でお互いを応援する言葉を記入し，クラス全体活動では，付箋をすごろくの掲示に見立て，ゲーム
をしながら児童の発表を促す。授業者は，個性や良さを活かして，各児童の夢が叶うよう応援しているという態
度を一貫して提示する。

⑻ 第8時間目：まとめ
本時は，それまでの7時間の授業の復習を行うとともに，教育後の評価を行うために設定されている。
復習の際には，一連の授業の中で学習したこと，各自の気づきについて再度問い直したり，授業内で行われた

ゲームを再度行うなどしながら，学習内容がさらに定着するように努める。また，各児童の授業への取り組みを
讃え，「認定証」を配布する。本時については，授業台本のみが巻末資料に提示されている。

3．おわりに

以上，小学4年生を対象とした「自己信頼心（自信）の育成」の教育プログラムについて詳述した。本教育プ
ログラムの教育効果の一部については，安田・山崎・佐々木（2013）で示されているので，そちらも参照された
い。また，より良い授業を展開するために，本授業の細部は改訂を重ねているため，最新版の詳細については，
鳴門教育大学予防教育科学センター（e−mail : prevent−ctr@naruto−u.ac.jp）に確認することを推奨する。
本プログラムが数多くの小学校で実践され，児童らの心身の健康・適応の基礎力が育まれることが期待され

る。
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自己信頼心（自信）の育成
小学校4年生版

第1時間目～第7時間目
授業指導案ならびに板書計画
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As introduced by Yamasaki, Sasaki, Uchida, Katsuma, and Matsumoto（2011）, a universal preventive
education named “TOP SELF”（Trial Of Prevention School Education for Life and Friendship）has been
developed under the science of prevention education. Sasaki and Yamasaki（2012）presented the educational
purposes and their scientific evidences for one of the comprehensive base education, development of self−

confidence. This educational program consists of eight 45−minute lessons. This paper especially introduced
the educational methods for 4th−grade children at elementary schools in detail. It also provided the imple-
mentation manuals for school teachers. School teachers are expected to implement this educational program

for promoting children’s well−being.

A School−Based Universal Prevention Education Program
for Development of Self−Confidence :

Educational Methods for4th−Grade Children at Elementary Schools

SASAKI Megumi＊ and YAMASAKI Katsuyuki＊,＊＊

（Keywords : self−confidence, universal prevention education, comprehensive base education, educational practice）

＊＊Center for the Science of Preventive Education, Naruto University of Education
＊＊Department of Human Development, Naruto University of Education
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